
野
村
　
直
樹

北
海
道
文
教
大
学
　
就
職
部
長

　
企
業
の
高
い
採
用
意
欲
が
続
い
て
い
る
二
〇
一
八
年
三
月

卒
業
の
就
職
活
動
。
本
学
の
内
定
率
も
前
年
よ
り
一ヶ
月

ほ
ど
前
倒
し
で
各
月
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、「
三
月
採
用
広
報
解
禁
、
六

月
選
考
解
禁
」
と
い
う
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
自
社
セ

ミ
ナ
ー
・
説
明
会
の
開
始
は
、
三
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
集

中
し
て
お
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
受
付
開
始
も
、
前
年
よ

り
大
幅
に
増
加
し
、
約
半
数
の
企
業
が
三
月
上
旬
に
開
始

し
、
集
中
度
合
い
が
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
忙
し
い
日
程
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
四
月
ま
で
に
約
七
割
、
六
月
の
選
考
解
禁
前
に

は
八
割
以
上
が
面
接
を
開
始
。
前
年
以
上
に
動
き
が
早
ま

り
、
多
く
の
企
業
が
六
月
よ
り
前
に
内
定
出
し
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
売
り
手
市
場
の
言
葉
で
の
就
職
活
動
は
、
た
だ
単
に
内

定
を
取
る
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
留
学
経
験
が
あ
る
か

ら
」「
ゼ
ミ
や
部
活
に
打
ち
込
ん
だ
経
験
が
あ
る
か
ら
」「
ア

ル
バ
イ
ト
で
大
き
な
成
果
が
出
て
い
る
か
ら
」…

理
由
は

色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
何
十
年
と
い
う
生

活
の
中
心
と
な
る
会
社
探
し
と
い
う
大
き
な
進
路
選
択
に

対
し
て
、
楽
観
的
に
考
え
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
職
活
動
は
、
社
会
で
活
躍
し
て
、
な
り
た
い
自
分
に
近

づ
く
た
め
の
大
切
な
活
動
で
す
。

　
就
職
活
動
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
就
職
部
も
学

生
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
の
為
、
最
後
ま
で
支
援
を
行
い

ま
す
。
次
に
各
学
科
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　【
国
際
言
語
学
科
】
昨
年
同
様
、
企
業
の
旺
盛
な
採
用

意
欲
か
ら
学
生
内
定
者
数
は
五
月
〜
七
月
の
三
ヵ
月
間
で

半
数
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
以
降
も
順
調
に
内
定
実

績
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
種
は
卸
売
業
・
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
宿
泊
業
・

情
報
通
信
業
で
す
が
、
外
国
人
の
『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
』

拡
大
か
ら
、
新
千
歳
空
港
関
連
企
業
か
ら
の
内
定
が
特
質

さ
れ
ま
す
。

　【
健
康
栄
養
学
科
】
就
職
活
動
前
半
は
、
企
業
の
意
欲

的
な
採
用
活
動
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
積
極
的
に
行
動
す
る

学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
中
心

に一
部
上
場
企
業
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
首
都
圏
給
食
企
業

中
心
に
内
々
定
の
母
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
臨
地
実
習
期
間
を
は
さ
み
、
後
半
戦
で
は
、
病
院
・

施
設
を
は
じ
め
地
方
公
務
員
（
管
理
栄
養
士
職
）
の
専

門
職
求
人
に
向
け
、
現
地
見
学
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。

　
調
剤
薬
局
の
管
理
栄
養
士
職
が
新
求
人
と
し
て
注
目

で
す
。

　【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】
今
年
も
八
月
下

旬
に
「
学
内
就
職
説
明
会
」
を
開
催
し
就
職
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
採
用
実
績
の
あ
る
説
明
会
参
加
病
院
や
実

習
先
へ
の
応
募
が
中
心
で
す
が
、
例
年
以
上
に
他
学
と
の

競
合
が
激
し
く
、
書
類
選
考
で
不
採
用
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
応
募
先

の
選
定
を
含
め
、
今
ま
で
以
上
に
慎
重
な
応
募
準
備
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
一
月
現
在
の
内
定
状
況
は
、
理
学
療
法
学
科
は
ほ
ぼ
前

年
並
み
、作
業
療
法
学
科
は
昨
年
を
上
回
る
状
況
に
あ
り
、

今
年
度
も
共
に
就
職
率
一
〇
〇
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　【
看
護
学
科
】
年
々
選
考
試
験
が
早
ま
り
、
道
外
の
大

学
病
院
を
中
心
に
、
五
月
位
か
ら
実
質
的
な
就
職
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
求
人
件
数
が
伸
び
悩
む
中
、
新

規
養
成
校
な
ど
他
学
と
の
競
合
も
あ
り
、
前
年
に
も
増
し

て
早
期
の
就
職
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
札
幌
市
内
の
医
療

機
関
で
は
、
第
一
志
望
先
に
就
職
出
来
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
学
科
と
連
携
し
て
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

結
果
、
今
年
度
も
公
的
病
院
や
総
合
病
院
を
中
心
に
、
一

月
迄
に
希
望
者
全
員
の
就
職
が
内
定
し
ま
し
た
。

　【
こ
ど
も
発
達
学
科
】
今
年
度
は
内
定
者
職
種
構
成
に

変
化
が
あ
り
、
幼
稚
園
教
諭
・
支
援
員
（
社
会
福
祉
）

が
増
加
し
、
保
育
士
と
同
数
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
三
職

就職部便り

二
〇
一
八
年
三
月
卒
の
就
職
環
境
と
学
生
動
向
に
つ
い
て

種
内
定
が
拮
抗
し
た
要
因
と
し
て
は
、
学
生
個
々
が
資
格

を
活
か
し
、
選
択
肢
が
広
が
っ
た
結
果
と
分
析
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
二
月
〜
三
月
の
教
員
採
用
試
験（
期
限
付
き)

が
残
り
ま
す
。

　【
学
内
就
職
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
】

　
今
年
度
も
全
学
科
を
対
象
と
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座
・Ｒ―

Ｃ
Ａ
Ｐ
受
験(

自
己
発
見
診
断
テ

ス
ト)

・
公
務
員
試
験
対
策
講
座
を
実
施
、
予
定
し
て
い

ま
す
。(

別
表)

の
開
催
一
覧
表
を
参
照
下
さ
い
。

　
今
後
も
社
会
情
勢
・
就
職
状
況
を
考
慮
し
た
講
座
を

積
極
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

４年生
留学生
４年生
４年生
４年生
３～４年生
全学年
全学年
２～４年生
４年生
２～４年生
４年生（内定者）
３年生
全学年
３年生
３年生
３年生

平成29年4月11日
平成29年4月14日
平成29年4月25日
平成29年5月17日･24日
平成29年8月3日
平成29年8月22日
平成29年8月23日～29日
平成29年9月26日
平成29年10月10日～13日
平成29年10月20日
平成29年11月15日･12月5日
平成30年1月17日
平成30年1月29日
平成30年2月14日～27日
平成30年2月13日
平成30年3月5日・7日
平成30年3月22日・23日

公務員模試・ガイダンス
留学生就職支援セミナー
自衛隊業務説明会
就活応援講座
個人面接対策講座
ＰＴ・ＯＴ就職説明会
ファイナンシャル・プランニング３級講座
公務員チャレンジテスト
Ｒ－ＣＡＰ受験
小論文対策講座
Ｒ－ＣＡＰ解説セミナー
就職内定者セミナー
北海道警察業務説明会
公務員試験対策講座
就活スタート支援講座
就職直前対策講座
就職直前対策講座

資格職（保育士・栄養士）
日本で就職する方法・心構え
自衛隊組織及び業務内容説明会
学外就活スペース（札幌駅北口）就職実践講座
就職未内定者対策講座
７１病院・施設の合同説明会
ＦＰ３級検定試験対策講座
公務員試験受験希望者
自己発見診断テスト
就職試験における小論文対策
結果解析・就活における活用方法の解説
働く時のルール（労働法、コンプライアンス）
北海道警察組織及び業務内容解説
公務員・教員採用・一般企業筆記試験対策
就職活動本番対策：集団面接講座
看護学科就職実践講座
理学・作業療法学科合同就職実践講座

後援会活動の報告 1
理事長・学長挨拶 2
キャンパスの現況 3
就職部便り 4
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
か
ら

後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、北
海
道
文
教
大
学
は
こ
の
恵
庭
の
地
に

開
学
し
て
十
九
年
、そ
の
前
身
と
な
る「
北
海
道

女
子
栄
養
学
校
」と
し
て
産
声
を
あ
げ
て
か
ら
今

年
で
七
十
六
年
を
迎
え
ま
す
。

　
学
園
創
設
者
が
遺
さ
れ
た
学
訓『
清
く
、正
し

く
、雄
々
し
く
進
め
』を
淵
源
と
し
た
建
学
の
精
神

『
清
正
進
実
』の
も
と
、歴
史
と
伝
統
に
則
し
て
設

定
し
た
、鶴
岡
学
園「
教
育
１
０
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
沿
っ
て
、一
歩
一
歩
着
実
に
具
体
的
な
施
策
を
計

画
・
実
施
し
、た
ゆ
ま
な
い
前
進
を
遂
げ
て
い
く
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
た
北
海
道
文
教
大
学
は
、更

な
る
飛
躍
に
向
け
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
後
援
会
は
、大
学
と
学
生
・
会
員
と
共
に
、大
学

の
充
実
・
発
展
や
学
生
の
為
に
何
が
で
き
る
か
と

い
う
視
点
を
持
ち
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
後
援
会
会
報
二
十
号
で
は
、本
年
度
下

半
期
の
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
一
）平
成
二
十
九
年
度
父
母
懇
談
会（
平
成
二
十
九
年

度
大
学
祭
）の
食
券
助
成
事
業

一
　
日
　
時
　
平
成
二
十
九
年
十
月
八
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

二
　
会
　
場
　
大
学
本
館
二
階
大
講
堂
ほ
か

三
　
内
　
容
　
大
学
よ
り
、大
学
の
現
状
に
つ
い
て
報

告
及
び
学
科
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
担
当
教

員
と
の
個
別
面
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
　
参
加
さ
れ
た
父
母
の
皆
様
に
は
、大
学
祭
の
模

擬
店
で
利
用
可
能
な
食
券
千
円
分
を
後
援
会
か

平
成
二
十
九
年
度
　
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
活
動
の
報
告

中
村
　
仁

は
じ
め
に

下
半
期
の
主
な
事
業

ら
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

（
二
）「
一
○
○
円
朝
食
」助
成
事
業

一
　
実
施
期
間
　
後
期
　
九
月
二
十
五
日
〜
十
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
期
間
中
　
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
営
業

二
　
会
　
　
場
　
大
学
会
館「
学
生
食
堂
」

三
　
内
　
　
容
　「
美
味
し
く
、健
康
に
！
」を
合
言
葉

に
、朝
食
の
習
慣
付
け
を
目
的
に
実
施
し
、四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。学
生
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
か
ら
も
好

評
で
、
次
年
度
も
継
続
し
て

欲
し
い
と
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。後
援
会
で

は
、
実
費
三
〇
〇
円
の
う
ち

そ
の
差
額
を
助
成
し
、
毎
日

一
〇
〇
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
計
画
。毎
月
実
施

し
た
イ
ベ
ン
ト（
一
〇
〇
円
バ
イ
キ
ン
グ
等
）も
好

評
で
、多
数
の
学
生
が
利
用
し
ま
し
た
。

（
三
）学
生
食
堂
改
修
助
成
事
業

　
　
学
生
に
ス
ム
ー
ズ
に
昼
食

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
狭
く

て
暗
か
っ
た
配
膳
エ
リ
ア

を
広
く
明
る
く
す
る
改
修

を
助
成
し
ま
し
た
。カ
ウ
ン

タ
ー
席
も
新
設
し
、
更
に
利

用
し
や
す
い
学
生
食
堂
に

な
り
ま
し
た
。

（
四
）第
二
回
役
員
会

一
　
日
　
　
時
　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
　

　
　
　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
三
十
分

二
　
会
　
　
場
　
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌

三
　
出
席
者
　
後
援
会
理
事
十
六
名
　

　
　
　
　
　
　
　
大
学（
理
事
・
幹
事
）七
名

四
　
審
議
事
項
　

　
　（
一
）中
間
監
査
に
つ
い
て

　
　（
二
）一
〇
〇
円
朝
食
の
助
成
に
つ
い
て

　
　（
三
）学
生
食
堂
改
修
助
成
に
つ
い
て

　
　（
四
）父
母
懇
談
会
助
成
に
つ
い
て

　
　（
五
）入
学
式
・
学
位
記
授
与
式
支
援
品
に
つ
い
て

　
　（
六
）卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

　
　（
七
）そ
の
他 

①
次
年
度
予
算
に
つ
い
て

（
一
）第
三
回
W
G
・
役
員
会

　
　
W
　
G
　
平
成
三
十
年
三
月
九
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

　
　
役
員
会
　
平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日（
金
）大
学

（
二
）平
成
二
十
九
年
度
学
位
記
授
与
式

　
　
平
成
三
十
年
三
月
十
七
日（
土
）大
学

（
三
）平
成
二
十
九
年
度
卒
業
祝
賀
会
及
び
同
窓
会
入
会
式

　
　
平
成
三
十
年
三
月
十
七
日（
土
）

　
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
今
年
度
の
活
動
も
三
月
十
七
日
の
学
位
記
授
与
式
・

卒
業
祝
賀
会
を
迎
え
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
後
援
会

役
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、
五
名
の
方
の
卒
業
を
受
け
、

春
の
総
会
に
て
新
年
度
の
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
四
年
生
の
役
員
を
は
じ
め
、
皆
様
の
活
発

な
意
見
、
行
動
そ
し
て
事
務
局
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ

た
後
援
会
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
が
円
滑
に

進
ん
だ
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
活
動
が
学
生
の
よ
り
良
い
大
学
生
活
に

寄
与
出
来
る
よ
う
、
役
員
は
も
と
よ
り
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
様
、

こ
れ
か
ら
も
北
海
道
文
教
大
学
を
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　
会
長

お
わ
り
に

発行責任者 中村　仁
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

今
後
の
予
定

■平成２９年度　主な学内就職講座・セミナー開催一覧
実施日時 タイトル 内　　　容 対象

各
学
科
の
就
職
活
動
と
学
内
就
職
講
座
・セ
ミ
ナ
ー
開
催
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新
し
い
年
度
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、皆
様

に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
そ
れ
ま
で
の
理
事
長
職
に
加
え
て
八
期
十
六
年
に

わ
た
り
学
長
の
職
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、こ
の
た
び

若
い
後
継
者
に
そ
の
任
を
託
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
今
後
理
事
長
職
に
専
念
し
、学
園
の
運
営
と
当
面

す
る
経
営
の
課
題
に
取
り
組
み
改
革
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
こ
と
を
、ま
ず
も
っ
て
後
援
会
の
皆
様
に
、お
伝
え
し

て
お
き
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
す
。

　
激
変
す
る
社
会
情
勢
を
先
取
り
す
る
た
め
に
も「
鶴
岡

学
園
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、今
後
四
年

間
の
学
園
構
想
を
早
急
に
つ
く
り
上
げ
る
方
向
で
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
先
日
報
道
機
関
が「
十
八
歳
人
口
の
激
減
期
」と
い
う

特
集
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
こ
と

で
内
向
き
に
な
る
こ
と
な
く
、あ
え
て
積
極
的
な
学
園
運

営
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
新
た

に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
質
の
高
い
教
育
を
支
え
る
の
は
強
固
な
財
政
基
盤
で

あ
り
ま
す
。大
学
の
総
合
化
と
安
定
し
た
財
政
を
保
証
す

る
た
め
に
学
科
の
新
設
を
進
め
て
、現
在
二
千
二
百
名
の

定
員
か
ら
、収
容
定
員
三
千
名
規
模
の
大
学
を
目
指
す
基

点
と
な
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
な
ん
と
い
っ
て
も
、学
園
の
基
本
姿
勢
で
あ

る「
学
生
と
保
護
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め
る
教
育
」

常
に
変
革
し
続
け
る
大
学
の
使
命

理事長・学長挨拶

と
い
う
姿
勢
を
、よ
り
高
く
よ
り
強
く
推
し
進
め
る
年
に

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、常
に
よ
り「
質
の
高
い
教
育
」を
目
指
す
こ
と
。

そ
し
て「
面
倒
見
の
い
い
教
育
」と
の
両
輪
で
進
み
ま
す
。

「
質
の
高
い
仕
事
」を
す
る
教
職
員
は
、同
時
に「
面
倒
見

の
い
い
仕
事
」を
す
る
教
職
員
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、後
援
会
・
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
父
母
会
と
の
連

携
を
深
め
、お
互
い
に
成
長
し
あ
う
方
向
を
確
認
し
て
、大

き
な
輪
を
つ
く
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、学
園
全
体
が
将
来
構
想
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
笑
顔
で
未
来
を
語
り
合
う
温
か
な
学
園
」

に
す
る
た
め
に
手
を
携
え
て
進
む
飛
躍
と
実
行
の
年
に
し

ま
す
。

　
大
学
運
営
の
基
本
は
、未
来
を
創
造
す
る
学
生
諸
君
の

着
実
な
成
長
と
、保
護
者
の
皆
様
の
教
育
期
待
に
応
え
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
原
点
を
、し
っ
か
り
と
確
認
し
な

が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
未
来
を
創
造
す
る
活
力
は
、常
に
変
革
し
続
け
る
不
屈

の
精
神
か
ら
湧
き
あ
が
り
ま
す
。

　
後
援
会
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、温
か
い
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
は
日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・
運
営
に
対
し
、特

段
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。平
成
二
十
九
年
度
は
学
校
法
人
鶴
岡
学
園
に
と
り

ま
し
て
記
念
す
べ
き
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
、こ
れ
か
ら

の
百
周
年
に
向
け
て
、決
意
を
新
た
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は「
大
学
の
二
〇
一
八
年
問
題
」

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、大
学
に
入
学
す
る
十
八
歳

人
口
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。も
う
す
で
に
全
国
の
四

割
の
大
学
、と
く
に
地
方
の
小
さ
な
大
学
で
の
定
員
割
れ

が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
学
に
お
き
ま
し
て
も

こ
の
こ
と
は
け
っ
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、大
学
一

丸
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。本

学
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、大
学
卒
業
後
、社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
も
学
ぶ
機
会
確
保
の
た
め
、大
学
院
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。と
く
に
二
十
九
年
度
開
設
し
た
二
つ
の
大
学
院
研

究
科（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
科
、こ
ど
も
発
達

学
研
究
科
）は
社
会
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、仕
事
帰
り
の

本
学
卒
業
生
が
、夜
間
や
土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
自

の
目
標
に
向
け
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、本
学
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て
、そ
の
一
部
を
こ
の
紙

面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　（
学
生
数
）

　
本
学
で
は
全
体
と
し
て
収
容
定
員
を
若
干
上
回
る
数
で

推
移
し
、安
定
的
な
経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
九

年
五
月
一
日
現
在
、本
学
の
学
部
、大
学
院
含
め
て
の
学
生

数
は
、収
容
定
員
二
二
二
六
人
に
対
し
、二
二
八
三
人（
収

容
定
員
に
対
す
る
割
合
は一
〇
二.

六
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

キャンパスの現況

（
課
外
活
動
）

　
本
学
の
学
生
は
、ほ
と
ん
ど
の
学
科
で
学
外
実
習
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
、そ
の
た
め
課
外
活
動
を
円
滑
に
継
続
し
が

た
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、全
体
と
し
て
は
四
十
五
団
体

（
体
育
系
二
十
五
団
体
・
文
化
系
二
十
団
体
）が
活
動
し

て
、文
武
両
道
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

昨
年
度
一
部
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
か
ら
、日
本
女
子
学
生
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
お
い
て
、北
海
道
選
抜
に
本
学
か
ら
２
名
の
選
手

が
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し
て
、国
際
言
語
学
科
３
年

高 

涼
風（
た
か 

す
ず
か
）さ
ん
が
決
定
し
、後
援
会
の
助
成

に
よ
り
壮
行
会
を
開
催
。た
く
さ
ん
の
学
生
や
教
職
員
が
、

高
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

（
奨
学
金
）

　
今
年
度
、奨
学
金
受
給
の
学
生
は
一一
九
〇
人
で
学
生
全

体
の
五
十
三.

三
％
、そ
の
う
ち
多
い
順
よ
り
、日
本
学
生

支
援
機
構
、北
海
道
文
教
大
学
奨
学
金
、市
町
村
等
そ
の

他
の
奨
学
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
よ
り
学
生
の
過

半
数
が
奨
学
金
を
必
要
と
し
て
お
り
、今
後
も
奨
学
金
制

度
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
新
入
生
宿
泊
研
修
）

　
今
年
度
も
後
援
会
の
助
成
を
い
た
だ
き
、三
年
目
と
な

る
新
入
生
宿
泊
研
修
を
北
湯
沢
温
泉「
緑
の
風
リ
ゾ
ー
ト

き
た
ゆ
ざ
わ
」で
実
施
し
ま
し
た
。新
入
生
五
百
十
五
人
、サ

ポ
ー
ト
学
生
七
十
人
、教
職
員
二
十
七
人
の
合
わ
せ
て
六

百
十
二
人
が
バ
ス
十
六
台
に
分
乗
し
て
の
大
移
動
で
し
た
。

大
学
に
入
学
間
も
な
い
学
生
に
と
っ
て
は
、こ
の
宿
泊
研
修

を
通
じ
て
大
学
に
早
く
馴
染
め
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。な

お
、三
十
年
度
は
四
月
九
日（
月
）、十
日（
火
）の
両
日
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

（
国
家
試
験
合
格
率
）

　
国
家
試
験
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
学
科
で
は
、日
頃
か
ら

熱
心
に
学
修
に
取
り
組
ん
で
お
り
、後
援
会
か
ら
の
助
成

　
　
　
北
海
道
文
教
大
学
　

　
　
　
　
　
副
学
長

橘
内
　
勇

キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
況

が
模
擬
試
験
や
教
材
の
購
入
等
で
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
卒
業
生
の
国
家
試
験
合
格
率

は
、管
理
栄
養
士
八
〇.

〇
％（
全
国
平
均

九
十
二.

四
％
）、理
学
療
法
士
一
〇
〇
％

（
全
国
平
均
九
十
七.

五
％
）、作
業
療
法

士
一
〇
〇
％（
全
国
平
均
九
〇.

五
％
）、看

護
師
九
十
六.

四
％（
全
国
平
均
九
十
四.

三
％
）で
し
た
。

　
な
お
、今
年
度
の
国
家
試
験
日
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。学
生
達
の
頑
張
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
大
学
院
研
究
科
修
士
課
程
の
設
置
）

　
本
学
で
は
将
来
的
に
全
て
の
学
科
に
大

学
院
を
設
置
し
、本
学
の
卒
業
生
が
、将

来
、働
き
な
が
ら
学
び
、高
度
専
門
職
業

人
や
研
究
者
を
目
指
せ
る
環
境
を
整
備

中
で
す
。な
お
、現
在
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
、健
康
栄
養
科
学
研
究
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

研
究
科
、こ
ど
も
発
達
学
研
究
科
の
併
せ
て
4
研
究
科
と

な
り
ま
し
た
。今
後
は
看
護
系
大
学
院
の
早
期
の
開
設
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
一
〇
〇
円
朝
食
の
実
施
）

　
一
〇
〇
円
朝
食
は
後
援
会
の
助
成
で
四
年
目
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。二
十
九
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
期
は
四

月
十
七
日
か
ら
七
月
二
十
八
日
ま
で
、後
期
は
九
月
二
十

五
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
と
、他
大
学
と
比
較
し
て
も
圧

倒
的
に
長
い
期
間
の
実
施
で
し
た
。学
生
や
保
護
者
か
ら

は
今
年
も
非
常
に
好
評
で
、一
日
平
均
七
十
人
が
利
用
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
環
境
整
備
）

　
学
生
駐
輪
場
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、今
年
も
後
援
会
の

助
成
で
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、学
生
の
駐
輪
マ
ナ
ー
と
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

合格発表
3月26日（月）
3月27日（火）
3月30日（金）

国家試験名
看護師国家試験

理学療法士・作業療法士国家試験
管理栄養士国家試験

試験日
平成30年2月18日（日）
平成30年2月25日（日）
平成30年3月4日（日）

合格発表試験日国家試験名

後援会の助成により開催された壮行会には、150名を超える学生
や教職員が参加。後援会を代表して串間副会長より花束が贈呈
されました。
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新
し
い
年
度
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、皆
様

に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
そ
れ
ま
で
の
理
事
長
職
に
加
え
て
八
期
十
六
年
に

わ
た
り
学
長
の
職
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、こ
の
た
び

若
い
後
継
者
に
そ
の
任
を
託
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
今
後
理
事
長
職
に
専
念
し
、学
園
の
運
営
と
当
面

す
る
経
営
の
課
題
に
取
り
組
み
改
革
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
こ
と
を
、ま
ず
も
っ
て
後
援
会
の
皆
様
に
、お
伝
え
し

て
お
き
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
す
。

　
激
変
す
る
社
会
情
勢
を
先
取
り
す
る
た
め
に
も「
鶴
岡

学
園
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、今
後
四
年

間
の
学
園
構
想
を
早
急
に
つ
く
り
上
げ
る
方
向
で
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
先
日
報
道
機
関
が「
十
八
歳
人
口
の
激
減
期
」と
い
う

特
集
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
こ
と

で
内
向
き
に
な
る
こ
と
な
く
、あ
え
て
積
極
的
な
学
園
運

営
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
新
た

に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
質
の
高
い
教
育
を
支
え
る
の
は
強
固
な
財
政
基
盤
で

あ
り
ま
す
。大
学
の
総
合
化
と
安
定
し
た
財
政
を
保
証
す

る
た
め
に
学
科
の
新
設
を
進
め
て
、現
在
二
千
二
百
名
の

定
員
か
ら
、収
容
定
員
三
千
名
規
模
の
大
学
を
目
指
す
基

点
と
な
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
な
ん
と
い
っ
て
も
、学
園
の
基
本
姿
勢
で
あ

る「
学
生
と
保
護
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め
る
教
育
」

常
に
変
革
し
続
け
る
大
学
の
使
命

理事長・学長挨拶

と
い
う
姿
勢
を
、よ
り
高
く
よ
り
強
く
推
し
進
め
る
年
に

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、常
に
よ
り「
質
の
高
い
教
育
」を
目
指
す
こ
と
。

そ
し
て「
面
倒
見
の
い
い
教
育
」と
の
両
輪
で
進
み
ま
す
。

「
質
の
高
い
仕
事
」を
す
る
教
職
員
は
、同
時
に「
面
倒
見

の
い
い
仕
事
」を
す
る
教
職
員
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、後
援
会
・
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
父
母
会
と
の
連

携
を
深
め
、お
互
い
に
成
長
し
あ
う
方
向
を
確
認
し
て
、大

き
な
輪
を
つ
く
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、学
園
全
体
が
将
来
構
想
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
笑
顔
で
未
来
を
語
り
合
う
温
か
な
学
園
」

に
す
る
た
め
に
手
を
携
え
て
進
む
飛
躍
と
実
行
の
年
に
し

ま
す
。

　
大
学
運
営
の
基
本
は
、未
来
を
創
造
す
る
学
生
諸
君
の

着
実
な
成
長
と
、保
護
者
の
皆
様
の
教
育
期
待
に
応
え
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
原
点
を
、し
っ
か
り
と
確
認
し
な

が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
未
来
を
創
造
す
る
活
力
は
、常
に
変
革
し
続
け
る
不
屈

の
精
神
か
ら
湧
き
あ
が
り
ま
す
。

　
後
援
会
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、温
か
い
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
は
日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・
運
営
に
対
し
、特

段
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。平
成
二
十
九
年
度
は
学
校
法
人
鶴
岡
学
園
に
と
り

ま
し
て
記
念
す
べ
き
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
、こ
れ
か
ら

の
百
周
年
に
向
け
て
、決
意
を
新
た
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は「
大
学
の
二
〇
一
八
年
問
題
」

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、大
学
に
入
学
す
る
十
八
歳

人
口
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。も
う
す
で
に
全
国
の
四

割
の
大
学
、と
く
に
地
方
の
小
さ
な
大
学
で
の
定
員
割
れ

が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
学
に
お
き
ま
し
て
も

こ
の
こ
と
は
け
っ
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、大
学
一

丸
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。本

学
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、大
学
卒
業
後
、社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
も
学
ぶ
機
会
確
保
の
た
め
、大
学
院
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。と
く
に
二
十
九
年
度
開
設
し
た
二
つ
の
大
学
院
研

究
科（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
科
、こ
ど
も
発
達

学
研
究
科
）は
社
会
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、仕
事
帰
り
の

本
学
卒
業
生
が
、夜
間
や
土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
自

の
目
標
に
向
け
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、本
学
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て
、そ
の
一
部
を
こ
の
紙

面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　（
学
生
数
）

　
本
学
で
は
全
体
と
し
て
収
容
定
員
を
若
干
上
回
る
数
で

推
移
し
、安
定
的
な
経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
九

年
五
月
一
日
現
在
、本
学
の
学
部
、大
学
院
含
め
て
の
学
生

数
は
、収
容
定
員
二
二
二
六
人
に
対
し
、二
二
八
三
人（
収

容
定
員
に
対
す
る
割
合
は一
〇
二.

六
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

キャンパスの現況

（
課
外
活
動
）

　
本
学
の
学
生
は
、ほ
と
ん
ど
の
学
科
で
学
外
実
習
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
、そ
の
た
め
課
外
活
動
を
円
滑
に
継
続
し
が

た
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、全
体
と
し
て
は
四
十
五
団
体

（
体
育
系
二
十
五
団
体
・
文
化
系
二
十
団
体
）が
活
動
し

て
、文
武
両
道
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

昨
年
度
一
部
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
か
ら
、日
本
女
子
学
生
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
お
い
て
、北
海
道
選
抜
に
本
学
か
ら
２
名
の
選
手

が
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し
て
、国
際
言
語
学
科
３
年

高 

涼
風（
た
か 

す
ず
か
）さ
ん
が
決
定
し
、後
援
会
の
助
成

に
よ
り
壮
行
会
を
開
催
。た
く
さ
ん
の
学
生
や
教
職
員
が
、

高
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

（
奨
学
金
）

　
今
年
度
、奨
学
金
受
給
の
学
生
は
一一
九
〇
人
で
学
生
全

体
の
五
十
三.

三
％
、そ
の
う
ち
多
い
順
よ
り
、日
本
学
生

支
援
機
構
、北
海
道
文
教
大
学
奨
学
金
、市
町
村
等
そ
の

他
の
奨
学
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
よ
り
学
生
の
過

半
数
が
奨
学
金
を
必
要
と
し
て
お
り
、今
後
も
奨
学
金
制

度
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
新
入
生
宿
泊
研
修
）

　
今
年
度
も
後
援
会
の
助
成
を
い
た
だ
き
、三
年
目
と
な

る
新
入
生
宿
泊
研
修
を
北
湯
沢
温
泉「
緑
の
風
リ
ゾ
ー
ト

き
た
ゆ
ざ
わ
」で
実
施
し
ま
し
た
。新
入
生
五
百
十
五
人
、サ

ポ
ー
ト
学
生
七
十
人
、教
職
員
二
十
七
人
の
合
わ
せ
て
六

百
十
二
人
が
バ
ス
十
六
台
に
分
乗
し
て
の
大
移
動
で
し
た
。

大
学
に
入
学
間
も
な
い
学
生
に
と
っ
て
は
、こ
の
宿
泊
研
修

を
通
じ
て
大
学
に
早
く
馴
染
め
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。な

お
、三
十
年
度
は
四
月
九
日（
月
）、十
日（
火
）の
両
日
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

（
国
家
試
験
合
格
率
）

　
国
家
試
験
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
学
科
で
は
、日
頃
か
ら

熱
心
に
学
修
に
取
り
組
ん
で
お
り
、後
援
会
か
ら
の
助
成

　
　
　
北
海
道
文
教
大
学
　

　
　
　
　
　
副
学
長

橘
内
　
勇

キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
況

が
模
擬
試
験
や
教
材
の
購
入
等
で
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
卒
業
生
の
国
家
試
験
合
格
率

は
、管
理
栄
養
士
八
〇.

〇
％（
全
国
平
均

九
十
二.

四
％
）、理
学
療
法
士
一
〇
〇
％

（
全
国
平
均
九
十
七.

五
％
）、作
業
療
法

士
一
〇
〇
％（
全
国
平
均
九
〇.

五
％
）、看

護
師
九
十
六.

四
％（
全
国
平
均
九
十
四.

三
％
）で
し
た
。

　
な
お
、今
年
度
の
国
家
試
験
日
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。学
生
達
の
頑
張
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
大
学
院
研
究
科
修
士
課
程
の
設
置
）

　
本
学
で
は
将
来
的
に
全
て
の
学
科
に
大

学
院
を
設
置
し
、本
学
の
卒
業
生
が
、将

来
、働
き
な
が
ら
学
び
、高
度
専
門
職
業

人
や
研
究
者
を
目
指
せ
る
環
境
を
整
備

中
で
す
。な
お
、現
在
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
、健
康
栄
養
科
学
研
究
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

研
究
科
、こ
ど
も
発
達
学
研
究
科
の
併
せ
て
4
研
究
科
と

な
り
ま
し
た
。今
後
は
看
護
系
大
学
院
の
早
期
の
開
設
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
一
〇
〇
円
朝
食
の
実
施
）

　
一
〇
〇
円
朝
食
は
後
援
会
の
助
成
で
四
年
目
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。二
十
九
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
期
は
四

月
十
七
日
か
ら
七
月
二
十
八
日
ま
で
、後
期
は
九
月
二
十

五
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
と
、他
大
学
と
比
較
し
て
も
圧

倒
的
に
長
い
期
間
の
実
施
で
し
た
。学
生
や
保
護
者
か
ら

は
今
年
も
非
常
に
好
評
で
、一
日
平
均
七
十
人
が
利
用
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
環
境
整
備
）

　
学
生
駐
輪
場
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、今
年
も
後
援
会
の

助
成
で
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、学
生
の
駐
輪
マ
ナ
ー
と
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

合格発表
3月26日（月）
3月27日（火）
3月30日（金）

国家試験名
看護師国家試験

理学療法士・作業療法士国家試験
管理栄養士国家試験

試験日
平成30年2月18日（日）
平成30年2月25日（日）
平成30年3月4日（日）

合格発表試験日国家試験名

後援会の助成により開催された壮行会には、150名を超える学生
や教職員が参加。後援会を代表して串間副会長より花束が贈呈
されました。
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野
村
　
直
樹

北
海
道
文
教
大
学
　
就
職
部
長

　
企
業
の
高
い
採
用
意
欲
が
続
い
て
い
る
二
〇
一
八
年
三
月

卒
業
の
就
職
活
動
。
本
学
の
内
定
率
も
前
年
よ
り
一ヶ
月

ほ
ど
前
倒
し
で
各
月
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、「
三
月
採
用
広
報
解
禁
、
六

月
選
考
解
禁
」
と
い
う
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
自
社
セ

ミ
ナ
ー
・
説
明
会
の
開
始
は
、
三
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
集

中
し
て
お
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
受
付
開
始
も
、
前
年
よ

り
大
幅
に
増
加
し
、
約
半
数
の
企
業
が
三
月
上
旬
に
開
始

し
、
集
中
度
合
い
が
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
忙
し
い
日
程
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
四
月
ま
で
に
約
七
割
、
六
月
の
選
考
解
禁
前
に

は
八
割
以
上
が
面
接
を
開
始
。
前
年
以
上
に
動
き
が
早
ま

り
、
多
く
の
企
業
が
六
月
よ
り
前
に
内
定
出
し
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
売
り
手
市
場
の
言
葉
で
の
就
職
活
動
は
、
た
だ
単
に
内

定
を
取
る
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
留
学
経
験
が
あ
る
か

ら
」「
ゼ
ミ
や
部
活
に
打
ち
込
ん
だ
経
験
が
あ
る
か
ら
」「
ア

ル
バ
イ
ト
で
大
き
な
成
果
が
出
て
い
る
か
ら
」…

理
由
は

色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
何
十
年
と
い
う
生

活
の
中
心
と
な
る
会
社
探
し
と
い
う
大
き
な
進
路
選
択
に

対
し
て
、
楽
観
的
に
考
え
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
職
活
動
は
、
社
会
で
活
躍
し
て
、
な
り
た
い
自
分
に
近

づ
く
た
め
の
大
切
な
活
動
で
す
。

　
就
職
活
動
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
就
職
部
も
学

生
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
の
為
、
最
後
ま
で
支
援
を
行
い

ま
す
。
次
に
各
学
科
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　【
国
際
言
語
学
科
】
昨
年
同
様
、
企
業
の
旺
盛
な
採
用

意
欲
か
ら
学
生
内
定
者
数
は
五
月
〜
七
月
の
三
ヵ
月
間
で

半
数
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
以
降
も
順
調
に
内
定
実

績
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
種
は
卸
売
業
・
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
宿
泊
業
・

情
報
通
信
業
で
す
が
、
外
国
人
の
『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
』

拡
大
か
ら
、
新
千
歳
空
港
関
連
企
業
か
ら
の
内
定
が
特
質

さ
れ
ま
す
。

　【
健
康
栄
養
学
科
】
就
職
活
動
前
半
は
、
企
業
の
意
欲

的
な
採
用
活
動
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
積
極
的
に
行
動
す
る

学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
中
心

に一
部
上
場
企
業
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
首
都
圏
給
食
企
業

中
心
に
内
々
定
の
母
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
臨
地
実
習
期
間
を
は
さ
み
、
後
半
戦
で
は
、
病
院
・

施
設
を
は
じ
め
地
方
公
務
員
（
管
理
栄
養
士
職
）
の
専

門
職
求
人
に
向
け
、
現
地
見
学
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。

　
調
剤
薬
局
の
管
理
栄
養
士
職
が
新
求
人
と
し
て
注
目

で
す
。

　【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】
今
年
も
八
月
下

旬
に
「
学
内
就
職
説
明
会
」
を
開
催
し
就
職
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
採
用
実
績
の
あ
る
説
明
会
参
加
病
院
や
実

習
先
へ
の
応
募
が
中
心
で
す
が
、
例
年
以
上
に
他
学
と
の

競
合
が
激
し
く
、
書
類
選
考
で
不
採
用
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
応
募
先

の
選
定
を
含
め
、
今
ま
で
以
上
に
慎
重
な
応
募
準
備
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
一
月
現
在
の
内
定
状
況
は
、
理
学
療
法
学
科
は
ほ
ぼ
前

年
並
み
、作
業
療
法
学
科
は
昨
年
を
上
回
る
状
況
に
あ
り
、

今
年
度
も
共
に
就
職
率
一
〇
〇
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　【
看
護
学
科
】
年
々
選
考
試
験
が
早
ま
り
、
道
外
の
大

学
病
院
を
中
心
に
、
五
月
位
か
ら
実
質
的
な
就
職
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
求
人
件
数
が
伸
び
悩
む
中
、
新

規
養
成
校
な
ど
他
学
と
の
競
合
も
あ
り
、
前
年
に
も
増
し

て
早
期
の
就
職
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
札
幌
市
内
の
医
療

機
関
で
は
、
第
一
志
望
先
に
就
職
出
来
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
学
科
と
連
携
し
て
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

結
果
、
今
年
度
も
公
的
病
院
や
総
合
病
院
を
中
心
に
、
一

月
迄
に
希
望
者
全
員
の
就
職
が
内
定
し
ま
し
た
。

　【
こ
ど
も
発
達
学
科
】
今
年
度
は
内
定
者
職
種
構
成
に

変
化
が
あ
り
、
幼
稚
園
教
諭
・
支
援
員
（
社
会
福
祉
）

が
増
加
し
、
保
育
士
と
同
数
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
三
職

就職部便り

二
〇
一
八
年
三
月
卒
の
就
職
環
境
と
学
生
動
向
に
つ
い
て

種
内
定
が
拮
抗
し
た
要
因
と
し
て
は
、
学
生
個
々
が
資
格

を
活
か
し
、
選
択
肢
が
広
が
っ
た
結
果
と
分
析
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
二
月
〜
三
月
の
教
員
採
用
試
験（
期
限
付
き)

が
残
り
ま
す
。

　【
学
内
就
職
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
】

　
今
年
度
も
全
学
科
を
対
象
と
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座
・Ｒ―

Ｃ
Ａ
Ｐ
受
験(

自
己
発
見
診
断
テ

ス
ト)

・
公
務
員
試
験
対
策
講
座
を
実
施
、
予
定
し
て
い

ま
す
。(

別
表)

の
開
催
一
覧
表
を
参
照
下
さ
い
。

　
今
後
も
社
会
情
勢
・
就
職
状
況
を
考
慮
し
た
講
座
を

積
極
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

４年生
留学生
４年生
４年生
４年生
３～４年生
全学年
全学年
２～４年生
４年生
２～４年生
４年生（内定者）
３年生
全学年
３年生
３年生
３年生

平成29年4月11日
平成29年4月14日
平成29年4月25日
平成29年5月17日･24日
平成29年8月3日
平成29年8月22日
平成29年8月23日～29日
平成29年9月26日
平成29年10月10日～13日
平成29年10月20日
平成29年11月15日･12月5日
平成30年1月17日
平成30年1月29日
平成30年2月14日～27日
平成30年2月13日
平成30年3月5日・7日
平成30年3月22日・23日

公務員模試・ガイダンス
留学生就職支援セミナー
自衛隊業務説明会
就活応援講座
個人面接対策講座
ＰＴ・ＯＴ就職説明会
ファイナンシャル・プランニング３級講座
公務員チャレンジテスト
Ｒ－ＣＡＰ受験
小論文対策講座
Ｒ－ＣＡＰ解説セミナー
就職内定者セミナー
北海道警察業務説明会
公務員試験対策講座
就活スタート支援講座
就職直前対策講座
就職直前対策講座

資格職（保育士・栄養士）
日本で就職する方法・心構え
自衛隊組織及び業務内容説明会
学外就活スペース（札幌駅北口）就職実践講座
就職未内定者対策講座
７１病院・施設の合同説明会
ＦＰ３級検定試験対策講座
公務員試験受験希望者
自己発見診断テスト
就職試験における小論文対策
結果解析・就活における活用方法の解説
働く時のルール（労働法、コンプライアンス）
北海道警察組織及び業務内容解説
公務員・教員採用・一般企業筆記試験対策
就職活動本番対策：集団面接講座
看護学科就職実践講座
理学・作業療法学科合同就職実践講座

後援会活動の報告 1
理事長・学長挨拶 2
キャンパスの現況 3
就職部便り 4
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
か
ら

後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、北
海
道
文
教
大
学
は
こ
の
恵
庭
の
地
に

開
学
し
て
十
九
年
、そ
の
前
身
と
な
る「
北
海
道

女
子
栄
養
学
校
」と
し
て
産
声
を
あ
げ
て
か
ら
今

年
で
七
十
六
年
を
迎
え
ま
す
。

　
学
園
創
設
者
が
遺
さ
れ
た
学
訓『
清
く
、正
し

く
、雄
々
し
く
進
め
』を
淵
源
と
し
た
建
学
の
精
神

『
清
正
進
実
』の
も
と
、歴
史
と
伝
統
に
則
し
て
設

定
し
た
、鶴
岡
学
園「
教
育
１
０
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
沿
っ
て
、一
歩
一
歩
着
実
に
具
体
的
な
施
策
を
計

画
・
実
施
し
、た
ゆ
ま
な
い
前
進
を
遂
げ
て
い
く
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
た
北
海
道
文
教
大
学
は
、更

な
る
飛
躍
に
向
け
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
後
援
会
は
、大
学
と
学
生
・
会
員
と
共
に
、大
学

の
充
実
・
発
展
や
学
生
の
為
に
何
が
で
き
る
か
と

い
う
視
点
を
持
ち
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
後
援
会
会
報
二
十
号
で
は
、本
年
度
下

半
期
の
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
一
）平
成
二
十
九
年
度
父
母
懇
談
会（
平
成
二
十
九
年

度
大
学
祭
）の
食
券
助
成
事
業

一
　
日
　
時
　
平
成
二
十
九
年
十
月
八
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

二
　
会
　
場
　
大
学
本
館
二
階
大
講
堂
ほ
か

三
　
内
　
容
　
大
学
よ
り
、大
学
の
現
状
に
つ
い
て
報

告
及
び
学
科
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
担
当
教

員
と
の
個
別
面
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
　
参
加
さ
れ
た
父
母
の
皆
様
に
は
、大
学
祭
の
模

擬
店
で
利
用
可
能
な
食
券
千
円
分
を
後
援
会
か

平
成
二
十
九
年
度
　
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
活
動
の
報
告

中
村
　
仁

は
じ
め
に

下
半
期
の
主
な
事
業

ら
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

（
二
）「
一
○
○
円
朝
食
」助
成
事
業

一
　
実
施
期
間
　
後
期
　
九
月
二
十
五
日
〜
十
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
期
間
中
　
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
営
業

二
　
会
　
　
場
　
大
学
会
館「
学
生
食
堂
」

三
　
内
　
　
容
　「
美
味
し
く
、健
康
に
！
」を
合
言
葉

に
、朝
食
の
習
慣
付
け
を
目
的
に
実
施
し
、四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。学
生
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
か
ら
も
好

評
で
、
次
年
度
も
継
続
し
て

欲
し
い
と
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。後
援
会
で

は
、
実
費
三
〇
〇
円
の
う
ち

そ
の
差
額
を
助
成
し
、
毎
日

一
〇
〇
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
計
画
。毎
月
実
施

し
た
イ
ベ
ン
ト（
一
〇
〇
円
バ
イ
キ
ン
グ
等
）も
好

評
で
、多
数
の
学
生
が
利
用
し
ま
し
た
。

（
三
）学
生
食
堂
改
修
助
成
事
業

　
　
学
生
に
ス
ム
ー
ズ
に
昼
食

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
狭
く

て
暗
か
っ
た
配
膳
エ
リ
ア

を
広
く
明
る
く
す
る
改
修

を
助
成
し
ま
し
た
。カ
ウ
ン

タ
ー
席
も
新
設
し
、
更
に
利

用
し
や
す
い
学
生
食
堂
に

な
り
ま
し
た
。

（
四
）第
二
回
役
員
会

一
　
日
　
　
時
　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
　

　
　
　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
三
十
分

二
　
会
　
　
場
　
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌

三
　
出
席
者
　
後
援
会
理
事
十
六
名
　

　
　
　
　
　
　
　
大
学（
理
事
・
幹
事
）七
名

四
　
審
議
事
項
　

　
　（
一
）中
間
監
査
に
つ
い
て

　
　（
二
）一
〇
〇
円
朝
食
の
助
成
に
つ
い
て

　
　（
三
）学
生
食
堂
改
修
助
成
に
つ
い
て

　
　（
四
）父
母
懇
談
会
助
成
に
つ
い
て

　
　（
五
）入
学
式
・
学
位
記
授
与
式
支
援
品
に
つ
い
て

　
　（
六
）卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

　
　（
七
）そ
の
他 

①
次
年
度
予
算
に
つ
い
て

（
一
）第
三
回
W
G
・
役
員
会

　
　
W
　
G
　
平
成
三
十
年
三
月
九
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

　
　
役
員
会
　
平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日（
金
）大
学

（
二
）平
成
二
十
九
年
度
学
位
記
授
与
式

　
　
平
成
三
十
年
三
月
十
七
日（
土
）大
学

（
三
）平
成
二
十
九
年
度
卒
業
祝
賀
会
及
び
同
窓
会
入
会
式

　
　
平
成
三
十
年
三
月
十
七
日（
土
）

　
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
今
年
度
の
活
動
も
三
月
十
七
日
の
学
位
記
授
与
式
・

卒
業
祝
賀
会
を
迎
え
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
後
援
会

役
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、
五
名
の
方
の
卒
業
を
受
け
、

春
の
総
会
に
て
新
年
度
の
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
四
年
生
の
役
員
を
は
じ
め
、
皆
様
の
活
発

な
意
見
、
行
動
そ
し
て
事
務
局
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ

た
後
援
会
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
が
円
滑
に

進
ん
だ
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
活
動
が
学
生
の
よ
り
良
い
大
学
生
活
に

寄
与
出
来
る
よ
う
、
役
員
は
も
と
よ
り
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
様
、

こ
れ
か
ら
も
北
海
道
文
教
大
学
を
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　
会
長

お
わ
り
に
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今
後
の
予
定

■平成２９年度　主な学内就職講座・セミナー開催一覧
実施日時 タイトル 内　　　容 対象

各
学
科
の
就
職
活
動
と
学
内
就
職
講
座
・セ
ミ
ナ
ー
開
催
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